
群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　3000320061Y1/20130330

( 科目コード：3000320061Y1)

【改訂】第 1 版（2012-03-14）
【科目】数学 B

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・3 単位
【対象学科・専攻】1 組・1 年次
【担当教員】

山内 啓

【授業目標・教育方針】
中学で習った数学を基礎とし、その自然な発展として、数学における基本的概念や原理、法則の基礎的知識の習得お
よび計算技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を育てる。次学年で学習する数学の学習に十分耐え
られるような基礎的能力を養う。

【授業概要】
○数と式の計算
整式の性質と計算法則の理解と計算技能の習熟を図る ( 整式の加減乗除、因数分解、剰余の定理、因数定理等 )。数概
念（実数、複素数）の理解と演算の習得。
○図形と式
図形については中学校で三角形、四角形、円を中心にその性質を実験や論証を通して理解することを学んだ。ここで
は図形の処理に数式を利用することとその有用性を学ぶ。また関数関係の図表示、平面図形とそれを表す方程式の関
係等を点と直線や２次曲線、不等式と領域を通して学習する。
○数列と場合の数
順列、組合せに関する基本的考え方を習熟する。２項定理を理解する。具体的な数列から、一般的なものの考察、等
差数列や等比数列を中心に一般項や、数列の和を取り扱う。また漸化式から一般項を求める数学的帰納法等の理解を
深めさせる。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：碓氷　久 他 著 　  新基礎数学 （大日本図書）
問題集：碓氷　久 他 著 　  新基礎数学問題集 （大日本図書）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【メッセージ】
１年で学習する基礎数学は、これから勉強していく数学やその他の科目の基礎となるものです。教員の指導に素直に
従い、しっかり勉強してください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験・期末試験：80％，レポート等：20％
［後期］中間試験・期末試験：80％，レポート等：20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：数学 B）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 8 整式の計算
（教科書 P.1 ～ P.18）

整式の加法・減法
整式の乗法
因数分解
整式の除法
剰余の定理と因数定理

9 ～ 15 いろいろな数と式
（教科書 P.19 ～ P.33）

分数式の計算
実数
平方根
複素数

16 ～ 20 点と直線
（教科書 P.164 ～ P.174）

２点間の距離と内分点
直線の方程式
２直線の関係

21 ～ 30 ２次曲線
（教科書 P.175 ～ P193）

円の方程式
楕円
双曲線
放物線
２次曲線の接線
不等式と領域

31 ～ 37 場合の数
（教科書Ｐ .194 ～Ｐ .209）

場合の数
順列
組合せ
いろいろな順列
二項定理

38 ～ 45 数列
（教科書 P.210 ～ P.222）

数列
等差数列
等比数列
いろいろな数列の和
漸化式と数学的帰納法
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